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回
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目
、
問
題
白
意
義

l
lニ
・
周
際
償
椅
の
決

{
A
1
l
z一
、
比
較
生
産
費
設
(
以
上
前
務
所
載
)
|
|
四
、
闘
際
需
要
目
均
等
|
|

五
、
関
税
、
漏
占
，
て
の
ほ
か
{
本
掠
所
載
)

四

国
際
需
要
の
均
等

か
、
る
比
較
生
産
費
設
の
主
張
は
、
結
局
は
、
前
に
遇
ぺ
た
る
闘
際
的
貨
幣
債
格
の
成
立
の
説
明
に
よ
h
て
裏

づ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

比
較
生
産
費
が
異
な
る
場
合
に
於
て
も
、

A

B
が
直
接
に
交
換
せ
ら
れ
す
、

A
も
B
も

貨
幣
贋
格
に
於
て
買
取
ら
れ
る
、
そ
の
道
行
を
通
し
て
の
み

A
B
の
交
換
が
間
接
に
行
は
る
、
か
ら
で
ゐ
る
。
夏

に
此
A

B
の
交
換

ω割
合
、
印
ち
園
際
贋
健
一
か
圃
際
的
需
要
の
均
等
に
よ
り
て
決
行
せ
ら
れ
る
ご
一
五
ふ
こ
ど
も
、

か
の
闘
際
的
貨
幣
債
格
り
成
立

ω
理
論
か
ら
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
得
る
。

X
か
ら
B
が
Y
か
ら
A
が
輪
出
せ
ら
れ

る
ご
せ
よ
o

A
ご
B
ご
の
交
換
比
例
、
卸
ち
国
際
贋
低
は
相
互
の
需
要

ω相
等
し
き
ゃ
う
に
定
ま
る
ご
云
ふ
こ
ご

が
如
何
に
し
て
必
要
な
る
が
。

X
か
ら
轍
出
す
る

B
の
債
格
綿
量
卸
ち
B
の
債
格
に
需
給
の
釣
合
へ
る
そ
の
数
量



， 

(
前
の
例
に
於
け
る
∞
即
ち
町
)
を
乗
じ
た
る
も
の
は
Y
の
X
に
支
拐
ひ
得
る
購
入
徐
カ
の
徳
量
で
な
げ
れ
ば
な
ら

日
目
。
而
も
間
際
交
換
が
均
衡
を
得
て
ゐ
る
以
上
(
他
の
複
雑
の
僚
件
か
ら
は
な
れ
て
云
へ
ば
)
、
此
購
入
徐
カ
の
組

量
は
ま
さ
し
く
、

Y
か
ら
輪
出
す
る
A
の
債
格
純
量
に
外
な
ら
ぬ
。
而
も
X
の
こ
れ
に
支
梯
ひ
う
る
購
入
像
力
の

総
量
は
B
の
圃
偶
格
綿
量
で
ゐ
る
o

か
く
て
、
此
仲
介
で
ゐ
る
購
入
像
力
ご
云
ふ
概
念
を
ぬ
き
去
り
て
考
ふ
れ
ば
、

剛
P
N
V

〆
〉
S
苗
盤
U
国
F
H

品V
J

〉
m口
調
刷
出

H
細
川
Y

品V
〆
回

S
頭痛一日
H

国
民
品
V

J

回
②
踊
愈
ご
な
る
。

A
の
需
要

ピ
供
給
ご
は
相
等
し
〈
、

B
の
需
要
ご
供
給
ご
も
相
等
し
く
、
進
み
て
、

A
の
需
要
は
B
の
供
給
に
等
し
く
、

B 

の
需
要
は
A
の
供
給
に
等
し
い
。
か
〈
て
、
園
際
需
要
の
均
等
ざ
云
ふ
こ
ご
が
貨
幣
的
仲
介
に
よ
ち
て
成
立
す

る。
さ
き
に
蓮
賃
を
離
れ
て
考
へ
る
ご
云
ふ
椴
定
を
た
て
た
。
併
L
運
賃
を
併
せ
考
へ
る
に
し
て
も
、
結
末
仁
於

t

原
則
的
な
る
時
間
化
は
な
い
、
そ
れ
だ
け
轍
出
品
り
生
産
費
が
高
〈
つ
く
さ
岡
鵡

L
得
ら
る
、
わ
げ
で
ゐ
る
o
たし
V

こ
の
蓮
賃
な
し
ご
す
れ
ば
、
同
一
商
品
の
両
貿
易
固
に
於
て
共
通
に
生
産
せ
ら
る
、
も
の
な
し
、
運
賃
あ
る
が
故

に
、
輸
入
せ
ら
る
、
、
商
品
ご
同
種

ωも
り
が
自
国
に
於

τ生
産
せ
ら
る
、
に
至
る
ご
云
ム
ミ
U
F

の
見
解
は
そ
の
嘗

を
得

ρ
。
蓮
質
的
有
無
ご
共
通
生
産
口
聞
の
有
無
ご
は
原
則
的
に
何
等
の
交
渉
な
き
事
柄
で
あ
る
。
生
産
費
の
漸
鐙

(
生
産
物
数
量
に
伶
ひ
て
)
ご
云
ふ
こ
ご
を
考
ふ
る
ご
き
に
は
い
つ
に
て
も
そ
の
事
が
可
能
ど
な

h
、
生
産
費

ω
国

ぞ
の
事
を
考
ふ
る
震
に
は
他
川
複
雑

ω事
情
の
附
加
を
要
し

定
セ
前
提
ご
す
る
限
り
運
賃

ω要
素
を
加
へ
て
も
、

吾A

"m 
議

図
際
債
格
の
理
論

第
三
十
巻

四
七

第

号車

四
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よ
p
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第
三
十
巻

四
七
四

第

披

四
四

比
戟
生
産
品
質
詑
及
び
ぞ
れ
の
上
に
築
か
れ
た
る
間
際
償
値
詑
(
固
際
需
要
又
は
相
互
需
要
均
等

2
5巳

E
C「

日

=
E口白押印
C
E
-
-門
町
内
門
官
。
円
白
【
仏

2
5
E
の
法
則
)
は
常
に
生
産
費
の
一
定
を
前
提
ご
し
て
ゐ
る
。
此
生
産
費
を
一

定
の
も
の
ご
す
る
限
hJ
、
さ
き
の
国
際
貨
幣
慣
格

ω成
立
は
次
の
如
〈
に
周
一
市
サ
ら
る
ぺ
当
で
あ
ら
う
。

.... 

上
闘
の
話
明
o

d
は
輪
出
市
場
E
に
於
け
る
需
要
曲
線
、

場
I
に
於
け
る
ぞ
れ
o

J

M

は
綜
合
需
要
曲
線
。
今
生
霊
賀
線
、
従
ぴ
℃
供
給

刊
は
輪
入
率

線
が
犯
で
わ
る
ど
す
る
。

non" 

1" 

於
τ 

n"B 

l
J
t
当

〉

F
-
u

ぞ
れ
か
山
仁
五
に
が
4
1

に
C
に
於
て
交
は
る
も

ω
・
こ
す
る
。
此
場
合
に
は

d
rけ
生
産
せ
ら
れ

る
o

債
格
は
叩
だ
け
で
ゐ
り
E
か
ら
I
に
町
だ
け
が
聡
入
せ
ら
れ
る
。
ー

市
場
に
於
け
る
生
成
費
は

B
Q
r
り
で
あ
る
が
、

も
は
や
E
か
ら
の
輸
入

の
た
め
に
生
産
は
行
は
れ
向
。
然
る
に
、
今
E
に
於
け
る
生
産
費
が
沼
だ
け
で
あ
る
ご
せ
よ
。

I

E
の
交
換
な
(

ば
叩
だ
け
生
産
せ
ら
れ
痩
格
は
沼
に
於
て
定
ま
る
o

園
際
交
換
行
は
れ
で
も
、
生
産
物
数
量
が
副
以
上
に
増
加
せ

一
種
の
多
占
債
格
が
成
立
す
る
。

H
の
上
り
垂
線
聞
が

M
に
交
は

ら
れ
ぬ
ご
す
る
、
綜
合
需
要
は
み
た
さ
れ
ぬ
。

る
黙
を
F
ご
す
る
。
債
格
は
四
に
於
て
定
ま
り
、
町
一
だ
け
轍
入
せ
ら
る
る
ご
共
に
犯
だ
け
E
に
於
て
消
費
せ
ら
れ

る
。
此
場
合
、
債
格
聞
は
生
産
費
に
よ
り
て
は
定
ま
ら
ね
、
多
占
贋
格
で
あ
る
か
ら
o

そ
の
動
〈
限
界
は
叩

(
E
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s

t

F

ぇ

3

こ

3
5
2
1
1キ
1
9
4
4
2
2
3
E

に
ご
り
で
)

ご
内
出
ご
の
問
で
あ
る
。
を
の
中
、
何
れ
の
方
に
屯
づ
く
か
は
綜
合
需
要
曲
線
、

ニ
ご
に
轍
入
市
場
に

於
け
る
需
要
曲
線
の
性
質
に
よ
る
。
今
E
よ
ち
I
に
財
A
が
輸
出
せ
ら
る
、
ご
せ
ば
逆
に
ー
よ
り

E
に
財
B
が
轍

入
せ
ら
れ
る
、

そ
れ
が
ま
た
、

一
定

ω生
産
費
に
於
て
生
産
せ
ら
る
、
以
上
、

そ
の
圃
際
債
格
決
定
的
道
行
は
会

く
同
様
の
宇
も
の
で
あ
る
o

市
し
て
間
際
交
換
の
均
衡
を
保
っ
か
ぎ
り
、
輸
入
債
格
総
量
ざ
購
入
像
力
、
従
ひ
て
、

輸
出
回
恨
椅
総
額
は
集
方
何
れ
に
つ
い
て
も
、
又
相
互
的
に
も
相
等
し
い
は
す
で
ゐ
る
。
此
場
合
に
於
て
、
相
互
需

要

ω均
等
以
直
接
に
生
産
地
筑
に
よ
り
て
債
格
的
支
配
せ
ら
る
、
こ
ぜ
」
な
く
成
立
す
る
、
国
際
贋
値
(
ニ
れ
は
前
述

の
炉
ら
く
い
り
に
よ
り
て
互
に
責
買
せ
ら
る
、
二
商
品
の
割
合
で
あ
る
)
は
生
産
費
に
よ

b
て
決
せ
ら
れ
す
し
て
需

要
の
事
情
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
ご
云
ふ
を
妨
げ
向
。
こ
の
こ
さ
は
、
生
産
費
が
漸
麗
的
で
あ
る
に
し
て
も
生

産
物
数
量
に
限
界
ゐ
り
て
、
供
給
が
需
要
に
み
た

5
る
が
如
き
場
合
に
も
ま
た
ゐ
て
は
ま
る
。
多
占
債
格
は
常
に

需
要
曲
線
芝
生
産
物
数
量
ご
の
関
係
の
み
か
ら
定
ま
る
が
故
に
。

ミ
U
F

創
設
に
か
、
る
間
際
需
要
均
等
り
法
則
は

か
、
る
場
合
に
支
配
す
る
ど
こ
ろ
の
闘
際
債
値
法
則
ご
し
て
見
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
に
夏
に
康
き

意
義
を
奥
へ
ひ
ご
す
る
に
過
ぎ
向
。

生
産
物
数
量
が
十
分
に
増
加
し
得
ら
る
、
ご
き
、
特
に
生
産
費
漸
盤
的
場
合
に
あ

h
て
は
、
閥
際
債
格
が
首
に

綜
合
的
需
要
ご
供
給
さ
の
相
令
す
る
ご
ニ
ろ
に
於

τ定
ま
る
o

E
か
ら
輸
出
せ
ら
る
、

A
の
商
品
に
つ
い
て
も
さ

う
で
ゐ
り
、
ー
か
ら
E
へ
轍
入
せ
ら
る
、

B
の
商
品
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、

さ
う
で
あ
る
。
従
ひ
て
生
産
費
が
決

エ品

川町

""骨J司£

間
際
債
格
の
理
論

第
三
十
巻

四
七
五

第

号車

四
五
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関
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概
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第
三
十
巻

四
七
六

第

号車

四
六

定
的
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。
か
〈
て
、

A
B
の
岡
際
貨
幣
債
権
が
ど
も
に
か
う
し
て
定
ま
る
ご
す
れ
ば
、

A
B
の

圃
際
債
偏
を
決
定
す
る
も
の
は
、
需
給
相
蔽
ふ
ゃ
う
の
勤
ま
で
に
生
産
せ
ら
る
、
場
合
の
、
生
産
費

ω
割
合
で
ゐ

る
ご
云
ふ
よ
ご
に
な
る
。
比
場
合
ご
て
も
勿
論
需
要
り
出
合
ふ
や
う
に
園
聴
償
値
が
定
ま
る
、
而
も
そ
れ
は
供
給

曲
線
乃
至
生
産
費
ご
は
な
れ
て
き
う
定
ま
る

ωで
は
な
い
Y

O

常
い
生
産
費
に
一
致
す
る
ゃ
う
の
仕
方
に
於
て
需
要

の
出
合
ふ
ご
こ
ん
に
、
闘
際
傍
値
が
定
ま
る
。
債
値
が
生
産
費
に
よ
り
て
定
ま
る
ご
一
五
ふ
結
に
於

τは
、
囲
内
贋

低
ご
闘
際
債
値
ご
全
然
同
一
で
ゐ
る
c

要
す
る
r
ト、ミ
W

仁
於
H
U
4
Q

闘
際
一
衛
要
均
等
mw
法
則
ド
ぁ
、
り
て
は
生
産
費
の
-
定
を
前
提
ご
し
て
(
司
ミ
ル
じ
め
hノ

て
表
面
に
出
て
ゐ
な
い
前
提
で
ゐ
る
炉
、
な
は
生
産
物
数
量
り
綜
合
需
要
を
み
た
し
得
5
る
こ
ご
も
致
ふ
べ
き
-
』

ご
、
前
越
の
如
し
で
あ
る
が
)

ゐ
る
た
め
に
、
輸
出
国
に
於
げ
る
生
産
費
が
償
値

ω
決
定
に
奥
ら
ぬ
や
う
に
な
っ

て
ゐ
る
o

私
は
此
法
則
を
多
占
債
格
の
場
合
ご
競
害
債
格
り
場
合
ご
に
分
ち
て
考
へ
る
。

E
か
ら
輸
出
せ
ら
る
、
、

A
、
ー
か
ら
聡
出
せ
ら
る
、

B
り
ニ
つ
ご
も
多
占
債
格
を
も
っ
場
合
に
は
A
B
そ
れ
《
¥
の
綜
令
需
要
曲
線
的
み

が
生
産
物
敷
量
ご
相
ま
も
一
1
各
財
の
貨
幣
債
格
従
ひ
て
A

B
の
交
換
比
例
を
決
定
す
る
c

ニ
れ
が
ミ

U

げ
に
よ

b
て

設
明
せ
ら
れ
た
る
場
合
で
ゐ
る
ご
思
ふ
c

然
る
に
、

A
B
ご
も
に
競
争
債
格
を
も
っ
場
合
が
ゐ
る
o

否
、
輸
入
国

内
部
に
於
け
る
各
企
業
が
競
守
す
る
の
み
な
ら
子
、
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
の
競
争
輪
入
園
ゐ
る
を
常
ご
す
る
場
合

に
は
(
・
」
、
に
は
ぞ
れ
ら
の
作
用
を
は
な
れ
て
見
て
は
ゐ
る
が
て
こ
れ
が
一
般
的
な
る
場
合
で
す
ら
も
ゐ
る
。

カミ
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、
る
事
情
り
も
ご
に
ゐ
b
t
は、

A
の
贋
格
が
綜
合
需
要
曲
繰
ご
E
に
於
り
る
生
産
費
曲
線
り
交
叉
す
る
ご
ニ
ろ

に
於
て
、

B
の
債
格
が
綜
令
需
要
曲
線
さ
I
に
於
り
る
生
産
費
曲
線
の
相
交
叉
す
る
ご
-
』
ろ
に
於
て
定
ま
る
。
均

衡
が
保
た
る
、
以
上
、
盤
方
の
輸
出
入
贋
額
は
相
等
し
き
が
故
に
、
此
場
令
の
A
ご
B
ご
は
需
要
に
於
て
正
し
〈

相
出
合
ふ
。
交
換
の
比
例
は
各
の
輪
出
固
に
於
け
'
Q

生
産
費
の
割
合
に
等
し
い
。
此
場
合
に
ゐ

b
て
は
、

も

は

ゃ
、
駈
引
に
よ
h
て
定
ま
る
館
地
は
な
い

(
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
通
り
、
需
要
曲
綜
が
あ
く
ま
で
一
義
的
の

も
の
で
ゐ
る
ご
す
る
以
上
)
O
A
B
の
う
も
、

一
方
が
多
占
間
関
格
を
も
ち
他
方
が
競
争
債
格
を
も
っ
場
合
に
あ
り

て
付
、
生
産
費
が
国
際
債
依
の
決
定
に
出
や
は
り
一
部
分
(
此
即
乱
用
事
間
関
格
を
も
っ
側
、
例
ヘ
ば
B
の
側
に
於
て
)
f
h

り
考

が
す
る
。

さ
て
か
、
る
考
方
か
ら
す
れ
ば
、
圃
際
岡
田
値
を
決
定
す
る
も
の
は
、
相
互
需
要
の
均
等
で
は
あ
る
が
、

一
般
的
に
は
生
産
費
の
一
比
例
ご
も
そ
れ
を
一
五
ひ
か
へ
得
る
、

たい
V

圃
際
商
品
が
多
占
師
慣
格
を
有
す
る
特
殊
の
場
合

に
限

h
、
生
産
費
の
比
例
は
も
は
や
決
定
的
意
義
を
有
し
な
い
c

此
貼
か
ら
し
て
、
第
三
商
品
の
意
義
に
つ
き
重
要
な
る
結
論
を
引
出
し
得
る
。

E
が
I
に
向
け
て
A
以
外
C
芯

云
ふ
商
品
を
輪
出
し
得
る
ご
す
る
、

こ
の
こ
ご
は
ミ
ル
に
あ
り
て
、

A

B
の
交
換
割
合
の
麗
動
の
範
囲
を
減
少
せ

し
め
る
ご
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
c

然
れ
ど
も
、

一
般
的
に
云
へ
ば
、

A

B
の
交
換
割
合
は
生
産
費
の
事
情
に
よ
り
て

一
義
的
じ
決
定
せ
ら
る
、
が
故
に
麗
動
の
幅
を
も
た
ぬ
、
故
に
此
幅

ω狭
め
ら
る
、
徐
地
ご
云
ふ
も
の
は
な
い
。

たい
Y

ミ
u
y

の
慌
定
し
た
る
が
如
き
特
殊
の
事
情
の
下
に
於
て
な
ら
ば
、
そ
の
こ
ご
が
可
能
で
あ
る
。

#-.. a喝

叢

図
際
債
絡
の
理
論

第
三
十
容

四
七
七

第

軍E

四
七
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議

関
際
慣
格
の
理
論

第
三
十
巻

四
七
入

第
三
競

四
ハ、

ま
づ
ミ
む
げ
の
例
一
不
を
か
り
て
考
へ
ょ
う
。
英
国
ご
濁
逸
ご
の
み
存
す
る
ご
す
る
。
布
ご

y
ネ
ン
の
み
が
生
産
せ

ら
れ
る
c

英
国
で
は
布
心
一

O
(
ヤ
ア
ド
、
以
下
此
箪
位

ω名
稗
を
略
す
る
)
ご

y
ネ
ン
の
一
五
千
」
炉
、
濁
泡
に
E

は
布

ω
一
O
ご
η
ノ
ネ
ン
の
ニ

O
ご
が
同
量
的
労
働
を
要
す
る
。
交
換
比
例
が
英
園
内
部
に
け
で
成
立
す
る
な
ら
ば

一
O
劃
一
五
、
潤
逸
だ
り
な
ら
ば
一

O
費
二

O
で
ゐ
る
が
、
交
通
が
そ
の
聞
に
行
は
れ
る
ご
、
交
換
比
例
は
此
間

の
ど
こ
か
に
定
ま
る
o

肢
に
布
一

0
4到
η
ノネ
V

一
七
の
割
合
に
於
て
、
濁
逸
は
布
の
一

O
車
・
位
の
千
倍
を
、
英
国

は
qd
不

v-

一
七
軍
位
り
千
倍
セ
需
要
す
る
ご
し
よ
フ
。
何
れ
の
側
り
需
英
ら
相
手

ω
供
給
に
一
致
す
る
、
需
給
の

法
則
に
必
要
ご
す
る
俊
件
は
み
た
さ
れ
る
、

一
O
封
一
七

ω
割
合
に
園
際
償
値
が
落
ち
つ
く
c

然
る
に
若
し
、
英

園
が

11ザ
ン
一
七
草
位
の
千
二
百
倍

ωみ
を
需
要
す
る
さ
す
る
。
而
も
濁
逸
が
布
一

O
軍
位
の
千
倍
し
か
需
要
し

な
い
ま
す
る
。
英
圃
の
側
に
譲
歩
が
生
宇
る
。

一
O
劃
一
六
り
割
合
に
於
て
な
ら
ば
、
英
国
が
ソ
ネ
y

一
六
車
位

の
千
百
倍
。
乞
濁
過
が
一

O
軍
位
の
千
百
倍
を
需
要
す
る
ざ
す
る
。
交
換
比
例
は
一

O
劃
一
ム
ハ
に
落
ち
つ
く
。
今
、

後
の
事
情
に
置
か
れ
た
る
場
合
に
第
三
商
品
、
例
へ
ば
錨
が
介
入
す
る
ご
す
る
。
市
し
て
そ
れ
が
英
国
か
ら
摘
逸

に
輸
入
せ
ら
る
、
も
の
ご
す
る
o
英
国
い
於
乙
布
一

O
、

y
ネ
ン
一
五
ご
等
量
り
勢
働
'
乞
要
す
る
盛
一
を
生
産
す

る
た
め
に
、
濁
逸
に
は

y
ネ
シ
一
人
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
だ
け
の
労
働
が
要
せ
ら
る
、
ご
す
る
。

-H' 
~U_ 

固

錨

7
リ
川
F
ネ

Y

一
五

布
一

O
H
U
Y
ネ
ン
一
五

濁

逸

議
一

H
H
H』
リ
ノ
ネ
ン
一
入

布
一

0
1リ
η
ノ
ネ
シ
一
一

O



か
、
る
事
情
の
下
に
あ
り
て
は
、
布
一

O
濁

f
不
ン
一
七
位
の
、
一
去
は
ャ
一

O
劃
二
ハ
よ
り
も
英
園
よ
り
有
利

な
る
交
換
比
例
に
落
っ
く
。
猫
逸
は
英
国
に
ご
'
り
て
布
一

O
に
等
債
な
る
銭
一
に
封
し
η
ノ
ネ
ン
一
七
そ
梯
ふ
も
な

ほ
利
盆
が
あ
る
。
芙
聞
は
銭
一
を
提
供
す
る
も
布
一

O
を
提
供
す
る
も
同
一
の
崎
労
働
を
費
す
の
で
ゐ
る
か
ら
、
布

一
O
に
謝
し

y
ネ
y

一
七
を
要
求

L
、
き
か
。
き
れ
ば
銭
を
以
て
支
梯
ふ
も
よ

L
ご
出
る
で
あ
ら
う
。
而

L
て
布
の

供
給
が
減
少
す
る
、
濁
逸
ほ
一

O
劃
一
七
の
割
合
に
ま
で
謹
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
ゐ
ら
う
(
此
設
明
の
仕
方

は
ミ
ル
の
見
解
の
ま
、
ご
は
一
広
ひ
が
た
い
¥
醤
否
の
責
任
は
私
に
あ
る
)
0

か
く
て
第
三
商
品
の
介
入
は

一O
劃

一
大
ピ
一
五
ふ
や
う
な
る
範
囲
ま
で
も
間
際
間
関
僧
の
異
動
す
る
・
』

F
T許
さ
す
、

こ
れ
を
狭
き
範
固
に
於
て
食
ひ
ど

め
る
働
乞
有
す
る
o

第
三
国
の
介
入
も
・
』
れ
に
似
た
る
作
用
を
管
ひ
。
英
濁
の
交
通
に
於
て
は
布
一

O
劃

1
キ
シ

一
六
で
ゐ
る
ご
す
る
、
而
も
第
三
国
ご
英
国
ご
の
交
通
に
於
て
は
、
布
一

(U
劃

y
ネ
Y

一
七
ご
し
よ
う
。
猫
噛
唱
は

英
園
ご

ω通
商
に
よ
b
引
き
つ
uγ

き
利
盆
を
得
よ

F

フ
ご
す
れ
ば
、
此
一

O
劃
一
七
の
割
合
を
承
認
せ

F
る
そ
得
な

い
で
あ
ら
う
。

き
て
、
此
考
方
は
聡
入
園
に
於
げ
る
生
産
費
が
国
際
債
値
の
形
成
に
劃
し
て
決
定
的
意
義
を
有
せ
ゲ
る
、
云
は

u
y

特
殊
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る
ご
思
ふ
。
若
し
、
英
国
に
於
げ
る
布
の
生
産
費
、
猫
逸
に
於
け
る

y
ネ
シ
の
生
産

費
が
会
一
加
し
て
此
園
際
償
値
を
決
定
す
る
も
の
な
ら
ば
、

い
は
ゆ
る
そ
の
勤
き
得
る
幅
は
な
い
ご
恩
ふ
。

ニ
商
品

ω貨
幣
償
格
は
た
ャ
一
義
的
に
定
ま
b
、
従
ひ
ザ
し
二
商
品
相
互
の
変
換
比
例
も
一
義
的
に
定
ま
る
、
第

論

叢

第

貌

四
九

図
際
債
格
の
理
論

第
三
十
巻

四
七
九

J. S. Mill， Principles， Book. UL chap. r8. !i 4・



論

業

闘
際
債
格
の
理
論

第
三
+
巻

四
へ

O

第

競

五
O 

三
商
品
山
介
入
は
こ
れ
会
擾
化
せ
し
め
る
の
で
は
あ
ら
う
が
、

麗
動
の
幅
会
ち
い
め
る
こ
ご
は
な
い
は
や

J

で
ゐ

る。
他
園
の
商
品
£
の
交
換
に
於
て
有
利
な
る
交
換
比
例
に
置
か
れ
た
る
第
三
商
品
舗
を
も
つ
に
至
れ
る
英
国

ι

ゐ
り
て
は
、

自
ら
生
産
手
段
債
格
の
騰
貴
か
ら
生
産
費
の
騰
貴
を
悲
し
、

布
甥
η
ノ
ネ
ン
の
交
換
比
例
の
麗
化
を
家

す
で
あ
ら
う
。

だ
い
此
際

ζτ
也、

圃
際
商
口
聞
の
交
換
比
例
が
生
産
費
に
於
て
定
ま
る
こ
ご
は
一
で
ゐ
る
ご
思

ふ。
ι
れ
に
闘
し
て
ケ
ア
ン
ズ
山
所
説
無
競
争
威
業
群
の
見
解
を
批
殉

L
た
い
。
産
業
ょ
の
競
争
の
自
由
に
行
ほ
れ
ぎ
る
と
と
る
に
ケ
T

ン
ー
は
無
競

川

V

庇
鶏
群
的
存
立
配
認
め
る
、
同

L
亡
生
成
品
目
が
倒
格
世
決
定
す
る
の
は
ー

た
ピ
自
由
競
争
の
行
は
る
L

場
A
n
k
限
る
、
然
る
に
、
無
数
守
産
業
群

の
相
針
立
す
る
と
こ
る
に
て
は
(
私

ω
用
語
主
以
て
す
れ
ば
、
多
占
的
地
位
に
あ
る
生
産
者
の
相
劃
立
す
る
と
こ
ろ
に
て
は
)
、
債
絡
は
相
互
需
要
に

よ
り
て
定
ま
る
‘
詳
言
す
れ
ば
此
際
偏
併
を
規
律
ナ
る
も
の
は
‘

生
産
費
で
は
な
〈
し
て
、
各
団
業
群
が
そ
れ
ぞ
れ
他

ω
産
業
群
白
生
産
物
に
封
し

て
抱
〈
相
封
的
強
度
で
あ
る
。

ケ
ア
ン
ー
に
よ
れ
ば
外
聞
貿
易
を
左
宥
す
る
直
接
O
妥
幽
は
商
品
の
各
闘
内
に
於
け
る
貸
借
巾
偏
隔
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
れ
は
閥
内
に
於
け
る
生

産
費
に
よ
リ
で
左
右
せ
ら
れ
る
が
(
自
由
競
争
の
場
合
て
相
互
需
要
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
(
無
競
争
産
業
詳
の
封
立
」
。
従
ひ
て
、
直
接
な
ら
ざ

る
究
極
の
要
凶
は
比
生
産
費
か
又
は
相
互
需
要
の
何
れ
か
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
、
比
較
生
産
費
白
外
に
相
互
需
要
が
究
極
の
要
闘

と
し
て
掲
げ
出
さ
れ
て
ゐ
る
ゆ
こ
れ
は
圃
際
民
易
自
存
立
事
情
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
の
比
較
生
産
費
設
に
封
す
る
修
正
で
あ
ら
う
。
次
に
、
選

品
て
固
際
償
値
説
。
上
に
岳
山
無
競
争
産
業
群
の
考
が
も
ち
ζ

ま
れ
る
。
圏
際
問
白
認
易
に
あ
り
で
は
、
産
業
上
白
自
由
競
争
が
有
殺
に
行
は
れ
ざ

る
を
普
通
と
す
る
、
従
ひ
て
圃
際
償
値
決
定
の
法
則
は
自
由
競
争
心
有
数
に
行
は
れ
ぎ
る
と
こ
ろ
に
作
用
す
る
法
則
、
印
ち
相
互
需
掛
均
等
白
法
則

で
あ
る
。
此
際
生
産
費
は
償
値
の
か
た
よ
り
を
拘
束
す
る
、

一
五
は
守
そ
の
勤
き
う
る
範
閤
を
限
局
す
る
。
而
し
て
此
範
閣
内
の
あ
る
黙
に
於
て
、
倶

値
は
相
互
需
要
か
ら
決
定
せ
ら
れ
う
る
。
『
園
内
取
引
に
於
て
は
‘
有
殺
な
る
競
争
の
範
閣
内
で
は
生
産
費
は
正
常
債
値
を
拘
束
す
る
ば
か
り
で
な
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〈
之
を
決
定
す
る
0
』
『
間
際
民
易
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
費
用
の
作
用
を
ほ
描
聖
出
す
べ
き
ま
こ
と
由
委
は
、
債
値
が
そ
の
刷
簡
を
移
動
す
る
止
乙

ι
p
h
る
僧
値
が
そ
の
中
を
移
動
す
る
と
こ
ろ
由
-
の
聞
で
あ
る
。
故
に
、
安
用
の
影
響
が
は
た
ら
き
か
け
て
ゐ
る
干

ろ
の
-
の
貼
て
は
な
〈
し
て
、

領
値
と
費
用
と
の
問
に
は
何
等
の
依
存
関
係
も
な
い
、
ー
ー
と
も
か
〈
何
等
の
必
然
的
な
依
存
関
係
も
な
い
、

!
l
k
い
ふ
こ

日

と
は
註
意
し
て
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
一
。

う
な
場
合
と
て
も
、

此
瓦
方
を
買
い
て
ゆ
け
ば
、
需
裂
の
側
が
閲
際
情
値
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
勢
力
を
有
す
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
思
ふ
o
私
の
見

方
か
ら
ナ
れ
ば
、
輸
出
閣
に
於
付
円
。
立
庭
費
が
需
要
と
等
し
岩
間
定
的
定
義
を
有
す
る
。

ζ

れ
は
閥
際
民
易

E
一
般
に
自
由
競
争
の
支
配
す
る
も
の

わ
か
れ
て
採
る
白
・
て
あ
る
(
な
ほ
ケ
ア
ン
ズ
の
見
解
に
つ
い
て
の
私
の
考
察
は
極
め
て
未
熟
の
ぜ
も
の
で
あ
る
。
事
の
序
に
ふ

〉2
 

れ
た
る
に
過
ぎ
由
。
後
日
の
者
時
昨
日
tr一
期
し
た
い
O
}

と
見
る
か
否
か
か
ら
、

な
ほ
、

私
自
酌
に
拙
ベ
去
る
削
制
見
広
去
り
て
位
、

I
Z
U
闘
併
に
立
つ
省
側
の
う
ち

一
方
拡
つ
引
に
他
方
へ
む
輸
出
向
ロ
凹
む
僻
献
に
よ
り
て
U

品
、
他
方
の
商
品
を
臨
入
し
相
官
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
貿
易
外
白
闘
際
牧
支
と
一
五
ふ
複
雑
な
ゐ
事
情
を
抽
象
し
去
る
と
昔
、

か
〈
の
如

f
考

へ
ざ
る
を
符
向
。
若
し
乙
れ
ら
を
併
せ
て
考
へ
て
見
れ
ば
か
う
な
る
。
た
と
へ
ば
ー
が

E
に
闘
際
的
投
費
を
な
し
て
ゐ
る
、

そ
の
刺
子
が

a
だ
け
年

々
E
b
ら
I
に
支
椀
は
る
誌
も
の
と
せ
よ
、

此
場
合
に
あ
り
て
は
、
均
衡
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
臥
明
、

E
か
ら
輸
血
せ
ら
る
弘
前
品
目
債
慣
は

聡
入
き
る
λ

商
品
の
償
額
R

よ
り

a
だ
け
多
か
ら
ざ
る
を
得
向
。
此
場
合
に
於
て
は
、
相
互
需
要
均
等
の
法
制
の
示
す
が
如
〈
、

闘
際
情
値
が
饗
方

白
需
要
白
出
合
ふ
と
ζ

ろ
に
定
ま
る
と
は
云
ひ
が
た
に
相
互
需
型
せ
ら
る
ゐ
商
品
目
倒
額
に
は

a
だ
け
の
差
副
酬
が
あ
る
。
た
ピ

I
に
於
て
も

E
に

於
て
も
.
そ
の
輸
出
す
る
と
こ
ろ
の
商
品
目
債
額
が
そ
ζ

て
白
生
産
費
に
よ
り
て
定
ま
る
と
云
ゐ
事
惑
の
み
は
依
然
と
し
て
存
す
る
。

相
互
需
要
均
等
の
法
則
は
生
産
費
漸
艇
の
要
素
を
以
て
(
従
ひ
て
供
給
画
監
を
以
て
)
補
は
る
ゐ
こ
と
に
よ
り
、

は
じ
め
て
一
義
的
な
る
闘
際
傾
値

。
決
定
に
到
達
す
る
己
と
が
出
来
る
。
此
梨
索
を
以
て
紺
は
れ
ぎ
る
ま
与
の
姿

K
於
て
な
ら
ば
、
即
ち
ミ
ル
由
昆
解
白
宮
、
‘
に
於
で
な
ら
ば
、
監
多

ミ
ル
の
自
ら
認
め
た
る
と
こ
る
で
あ
る
。

。
闘
際
債
値
白
成
立
可
能
な
る
こ
と
、

ミ
ル
は
そ
の
所
論
。
大
節
七
簡
に
於
て
次
の
加
告
考
を
の
べ
て
ゐ
る
{
此
部
分
は
一
八
五
二
年
第
三
版
に
於
て
追
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
事
費
に

於
て
は
何
等
問
題
目
解
明
に
加
ふ
る
と
こ
品
な
し
と
み
ら
れ
て
ゐ
る
)
。
図
際
需
要
均
等
応
法
則
に
よ
り
で
は
、
間
際
債
値
の
監
多
の
割
合
が
成
立

論

掴
際
領
絡
の
四
時
論

五

第
三
十
袋

叢

四
/"¥ 

第

号虎

of 
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論

議

関
際
債
権
P
理
論

量Z

事軍

五

第
三
十
巻

四
i¥. 

し
得
る
。
前
の
例
に
於
け
る
英
闘
が
宿

-
O
封
ロ
ネ
ン
一
七
四
割
合
に
て
縄
議
と
交
換
ナ
る
。
英
闘
は
一
七

O
O
D
リ
ネ
ン
を
需
要
し
て
一

0
0
0

。
布
を
供
給
す
る
、
濁
泡
は
一
七
0
0
0
リ
ネ
ン
を
供
給
し
一

0
0
0
白
布
を
需
‘
要
す
る
が
故
に
、
需
要
は
引
合
ふ
。
而
も
、

一
O
封
一
入
四
割
合

に
て
も
需
要
は
均
衡
し
得
る
。
英
関
白
リ
ネ
シ
に
謝
す
る
需
要
の
部
力
性
が
小
で
あ
る
た
め
に
、

此
割
合
に
於
て
は
一
七
五

O
よ
り
需
要
せ
ヂ
と
す

る
、
濁
趨
は
ま
た
交
換
割
合
の
凌
化
の
震
に
も
は
や
布
一

0
0
0
を
需
要
せ
ず
、
九
七
二
こ
を
需
援
す
る
に
止
ま
る
と
す
る
。
リ
ネ
ン
の
需
給
は
と

も
に
九
七
一
一
二
、
布
の
需
援
は
と
も
に
一
七
五

O
に
て
、
需
給
柑
合
す
る
。
同
様
に
し
て
あ
ま
た
の
交
換
比
例
が
可
能
で
あ
る
。

た
ピ
此
依
勅
吉
繍

ふ
た
め
に
は
、
英
国
』
梢
逸
』
の
生
産
龍
力
を
考
ふ
べ
寄
で
あ
る
。
英
闘
が
以
前
に
リ
ネ
ン
に
む
け
た
り
し
養
本
E
以
て

(
貨
は
生
産
手
段
を
以

τ

と
一
再
ふ
ペ
き
で
あ
ら
う
)

;n-
る

生
産
し
得
る
布
。
ナ
べ
て
が
掲
逸
白
以
前
に
布
に
む
け
た
り
し
費
本
を
以
て
生
産
し
得
る
す
べ
て
の

F
ネ
シ

k
交
換
せ
ら

即
ち
各
闘
が
輸
入
。
活
に
解
放
せ
ら
れ
た
る
資
本
捗
働
官
以
て
生
産
ナ
る
貯
の
す
べ
て
が
相
交
換
せ
ら
れ
る
。
英
翻
が
ま
へ
に
リ
木
Y

の
比

躍
に
む
け
た
る
資
本
勢
働
配
以
て
生
産
し
う
る
布
E
n
'と
す
る
.

描
識
が
以
前

κ必
要
止
し
従
り
て
生
産
し
た
る
布
E
m
と
す
る
、

そ
の
生
産
主
宇

め
る
と
こ
白
二
倍
の
リ
ネ
ン
が
そ
の
代
日
に
生
産
せ
ら
れ
う
る
。
布
と
リ
ネ
ン
の
交
換
比
例
は
つ
ね
に
布

n
考
リ
ネ
ン

m
で
あ
る
。

n
具」

m
と
が
等

て.し

あ 〈
るほ
。4l

週
商
tJ為

ら
生

ず
る
す
べ

て
旬〉

*11 
孟盃

は
英

図
CD 

屯
の
と
な
る

一
(
U
封

=
oに
て
交
換
せ
ら
れ
る

o
n
が

m
Z
に
等
し
〈
ば
事
情
は
会
〈
逝

勿
論
、
図
際
償
値
が
一
義
的
に
決
定
せ
ら
る
L

た
め
に
は
、
生
産
能
力
(
Z
ル
の
言
葉
を
か
れ
ば
需
要
に
劃
し
て
供
給
す
る
得
。
手
段
。
範
閣
』
が

考
O
中
に
取
入
れ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
そ
れ
に
よ
り
て
直
に
ミ
ル
の
結
論
に
到
達
し
う
べ
き
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
英
闘
が
リ
ネ
ン

。
生
産
h
ら
解
放
さ

ιた
る
生
産
手
段
に
よ
り
て
布
田
を
、
濁
逸
が
布
。
生
産
品
ら
解
放
せ
ら
れ
た
る
生
産
手
段
に
よ
り
て
リ
ネ
ン

n
を
生
産
し
得

交
換
比
例
が
常
に
国
封

n
で
あ
る
と
云
ふ
り
は
、
全
〈
其
首
を
得
ぬ
。
云
ふ
ま
で
も
な
さ
、
こ
と
な
が
ら
、
例
へ
ぽ
燭
塩
D
生
産
手
段
は

各
種
。
欲
望

E
満
足
せ
し
む
る
白
に
最
も
有
利
な
る
方
法
に
於
て
、
云
は
ピ
最
も
多
〈
欲
望
を
み
た
し
う
る
商
品
の
生
産
に
む
け
ら
れ
よ
う
。
さ
う

る
な
ら
ば
、

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
布
D
生
産
か
ら
自
由
と
な
れ
る
生
産
手
段
と
い
へ

rも、
こ
れ
に
よ
り
で
リ
ネ
Y
を
つ
(
事
、

m
封
n
D
比
を
以
て

p
ネ
シ
と

布
と

D
交
換
を
行
び
、
結
局
一
定
自
布
を
得
る
と
す
る
、
而
も
此
生
産
手
段
を
他
の
用
怠
白
生
産
に
む
け
て
得
ら
る
ミ
財
、
例
へ
ば
時
計
の
方
が
ζ

れ
の
生
産
に
要
ナ
る
と
同
量
の
生
産
手
段
を
以
て
生
産
せ
ら
る
お
布
よ
り
も
効
用
大
な
習
と
す
る
な
ら
ほ
、

一
定
白
布
に
む
け
た
る
生
産
手
段
は
時

International Trade. American ]ournaJ of Pol. Economy， r926， p. 620. 
Mill. op. cit. Book IIl. chap. [8. {) 7 4) 



計
四
生
産
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
。
か
〈
て
、
も
は
や
弱
議
に
於
て
は

n
だ
け
白
り
木
シ
が
生
産
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
少
奇
蹟
量
た
と
へ
ば

ntM

が
生
産
せ
ら
れ
る
“
か
(
し
て
、
事
拙
常
化
{
特
殊
化
}
に
よ
り
て
不
用
に
な
れ
る
生
産
手
段
の
生
産
物
利
互
の
比
例
が
宇
が
て
国
際
償
値
の
大
さ
で
あ

る
と
一
式
ふ
か
の
根
本
問
題
は
(
ワ
が
へ
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

五

関
税
、

濁
占
、

そ
の
ほ
か

園
際
債
格

ω形
成
に
謝
し
て
閲
枇
が
如
何
な
る
作
用
ぞ
及
ぼ
す
か
、
ま
た
、
今
ま
で
は
相
競
争
す
る
生
魔
者
り

み
が
あ
る
も
の
ご
し
て
論
合
進
め
て
燕
た
が
、
若
し
組
側
占
的
生
産
者
い
か
め
る
場
合
に
、
此
開
明
格
形
成
が
如
何
な
る

姿
を
ご
る
か
、

こ
れ
ら
の
問
題
合
、
云
は
ャ
こ
れ
ま
で
抽
象
し
去
っ
た
諸
僚
件
の
作
用
如
何
の
問
題
を
こ
、
に
考

察
し
よ
も

ま
づ
問
題
ヤ
簡
軍
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
問
就
が
輪
入
品
に
の
み
、
而
し
て
敷
量
に
従
ひ
て
の
み
、
課
せ
ら
る

、
も
の
ご
す
る
。
若
し
関
税
の
高
き
が
輸
出
輸
入
雨
市
場
に
於
け
る
債
務
の
差
異
(
此
場
合
、
蓮
賃
を
は
な
れ

τ

考
へ
る
)

ご
等
し
く
、
又
は
そ
れ
よ
り
も
大
で
ゐ
る
場
合
に
は
、

そ
の
聞
に
何
等
的
交
換
も
生
じ
な
い
。
而
し

τ

関
税
は
完
全
に
輸
入
禁
止
の
役
目
を
営
む
。
前
に
述
べ
た
る
見
方
を
許
す
ご
す
れ
ば
、
総
入
園
に
於
て
は
消
費
者

が
生
産
者
の
刑
す
る
よ
り
も
多
〈
を
、
輪
出
国
に
ゐ

h
て
は
、
生
産
者
が
消
費
者
の
利
す
る
よ
・
り
も
多
く
を
失
ふ

わ
け
で
ゐ
る
o
真
に
、
複
雑
な
る
事
情
は
関
税
が
財
政
的
目
的
の
潟
に
課
せ
ら
る
、
場
合
に
存
す
る
。

論

費量

関
際
情
特
心
開
一
諭

第
三
十
容

四
λ
=

一

第

号車

五



論

震

岡
際
債
格
由
理
論

第
三
十
巻

第

披

五
回

四
八
四

関
税
が
禁
止
的
性
質
伊
帯
び
、
ざ
る
以
上
、
ぞ
れ
は
雨
市
場
に
於
け
る
債
格
の
聞
き
よ
り
も
小
で
あ
り
、
従
ひ
て

交
換
は
依
然
ざ
し
て
行
は
れ
る
o

而
も
、
総
入
市
場
に
於
げ
る
債
格
は
騰
貴
し
輪
出
市
場
に
於
げ
る
債
格
は
低
下

一
方
に
於
け
る
勝
賞
£
他
方
に
於
け
る
下
落
ご
の
合
計
が
一
般
的
に
云
へ
ば
関
税
の
高
さ
ご
相
等
し
き
に

至
る
で
ゐ
ら
う
。
一
五
ひ
か
ふ
れ
ば
、
開
粧
の
負
措
が
消
費
者
ご
生
産
者
ご
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
此
分
配
の
割
合
の

す
る
。

下
の
ゆ
ゐ
に
供
給
は
減
少
す
る
、

如
何
は
事
情
に
よ
り
て
種
々
で
ゐ
る
が
原
則
的
に
次
の
如
〈
云
ひ
表
は
し
得
る
。
輸
出
市
場
に
於
け
る
債
格
の
低

叉
輸
入
市
場
に
於
て
も
煩
格
の
騰
貨
の
ゆ
ゑ
に
需
要
が
減
少
す
る
o

債
格
の
低

下
L
た
る
又
は
騰
貴
し
た
る

rり、
一置は

hf
』
の
麹
加
分

ω合
計
M
V

関
税
に
等
し
〈
あ
り
な
肝
ら
減
少
し
た
ゐ
需

要
ど
、
減
少
し
た
る
供
給
ご
の
相
釣
合
ふ
ご
こ
ろ
が
ゐ
る
o

そ
こ
に
雨
市
場
の
債
格
は
落
ち
つ
き
、
従
ひ
て
関
税

負
描
閣
の
分
配
も
ま
た
定
ま
る
。

4r 

(E) 

-ー・喝E

(7:> 。

上
園
の
説
明
。
∞
を
そ
れ
ぞ
れ
、
自
由
懇
向
田
場
合
に
於
け
る
需
要
と
供
給
・
と
す
る
。

m
d

は
そ
れ
ぞ
れ
輸
出
市
場
、
輸
入
市
場
に
於
け
る
債
格
を
示
品
3
0

間
だ
け
の
高
き
の
閥
稔
が
謀
せ

"0' 

ら
る
誌
と
す
る
ふ
輸
入
市
場
に
除
、
け
る
債
格
の
低
下
が
お
だ
け
で
あ
り
、
愉
入
市
場
に
於
け
る

霊
長
M
で
あ
る
と
き
に
、
供
給
危
が
需
要
凹
と
相
等
し
と
す
る
な
ら
ば

E
に
於
け
る
債
格
は

白
、
ー
に
於
け
る
債
持
一
口
町
に
於
て
警

zt.て
あ
ら
う
。
こ
れ
を
他
の
宙

-raq
表
現
す
る
。

供
給
が
減
少
し
て
な
と
な
明
、
需
要
が
減
少
し
て
問
主
な
り
、
而
も
比
二
が
相
均
し
き
?
っ
に

閥
稀
回
目
負
婚
が
分
配
せ
ら
れ
る
。
此
際
長
方
形
宝
耳
目
だ
け
の
面
積
は
闘
稔
牧
入
の
総
額
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
斜
線
を
引
け
る
部
分
。
み
が
関
内
消
費
者
の
負
指
す
る
と
ζ

ろ
と
な

P
、
時
周



j

i

-

-銭
円
蔀
分
は
輸
出
市
場
に
於
け
る
生
車
問
者
の
負
婚
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
前
に
遮
べ
た
る
が
如
き
考
方
を
す
れ

d
、
輸
入
市
場
に
於
て
失
は
る
ミ
消

費
者
儀
剰
を
符
ら
る
L

生
産
者
僚
剰
と
の
差
額
、
一
五
は
ピ
純
粋
に
失
は
る
誌
も
の
は
面
積
】
湿
の
り
だ
け
で
あ
る
。
闘
精
牧
入
が
之
を
償
ふ
宇
う
に
見

へ
て
屯
、
そ
山
大
さ
が
こ
れ
と
等
し
く
な
る
と
は
断
定
せ
ら
れ
得
白
.
又
刷
枕
牧
入
そ
白
も
白
は
輸
入
市
場
全
世
よ
り
云
「
ぽ
た
ビ
貨
幣
所
有
の
移

5
 

特
に
す
ぎ
ぬ
。
ど
こ
宮
で
補
償
と
見
ら
れ
得
る
か
は
考
究
を
・
揺
す
る
。

関
税
が

E
れ
だ
け
債
格
を
高
め
る
か
、

こ
れ
は
事
情
仁
よ
り
て
異
な
り
ざ
云
ふ
外
は
な
い
九
回
傾
格
の
騰
貴
は
一

般
に
そ
の
税
額
よ
h
も
小
で
あ
る
、

是
れ
は
消
費
者
ご
生
産
者
に
よ
り
て
分
館
せ
ら
れ
る
o

生
産
者
に
砂
配
せ
ら

れ
わ
ル
る
打
り
は
、
附
間
格
df
高
め
る
勾
』
正
な
き
が
故
で
ゐ
る
。
穀
物
の
如
主
世
界
的
市
場
を
有
す
ゐ
商
品
に
あ
h
j
r

t立、

一
轍
入
国

ω関
税
に
よ
り
て
そ
の
債
格
的
影
響
せ
ら
る
、
程
度
は
僅
で
あ
る
、
ぞ
れ
は
云
は
い
γ

世
界
的
に
成

立
す
る
。
従
ひ
て
輸
入
国
の
関
税
は
殆
ん
ど
す
べ
て
消
費
者
に
縛
嫁
せ
ら
れ
、
ぞ
唱
』
に
於
り
る
債
格
は
殆
ど
税
額

だ
け
高
一
め
ら
れ
る
。

か
〈
の
如
(
世
界
的
性
質
を
帯
び
ぎ
る
商
品
に
つ
い
て
考
へ
や
う
。
云
は

u
y
E
I
二
市
場
の

聞
に
の
み
取
引
せ
ら
る
、
商
品
に
つ
い
て
見
る
。
商
品
に
罰
す
る
験
出
市
場
に
於
て
の
需
要
が
現
力
性
に
富
む
ほ

H
C
、
供
給
の
減
少
の
潟
に
債
格
の
低
下
す
る
こ
さ
少
い
、
叉
輪
出
市
場
に
於
げ
る
需
要
の
揮
カ
性
に
乏
し
き
は

E

需
要
減
少
に
要
す
る
贋
格
の
騰
貴
が
大
で
ゐ
る
。
供
給
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
な
る
事
情
を
看
取
す
る
こ
さ
が
出

来
る
。

か
〈
て
、
輪
出
市
場
に
於
げ
る
需
要
の
弾
カ
性
大
に
し
て
、
供
給
の
弾
力
性
も
亦
大
で

ゐ
る
ほ
ど
、
轍
入
市
場
に
於
げ
る
需
要
の
弾
力
性
乏
し
〈
、
又
そ
の
商
品

ω一

(
慣
格
少
し
〈
動

け
ば
需
要
亦
急
に
減
中
る
が
如
き
)

論

間
際
慣
絡
の
理
論

五
五

業

第
=
一
+
巻

第

競

四
八
五
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叢

園
際
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格
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論

第
三
十
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四
八
六

第

貌

五，、

ぞ
こ
に
於
け
る
そ
れ
以
上

ω生
産
が
極
め
て
困
難
な
る
が
如
き
事
情
に
於
て
は
、

轍
入
市
場
の
贋
格
が
影
響
せ
ら

る
、
ニ
ご
極
め
て
大
で
ゐ
b
、
従
ひ
て
、

輸
出
荷
揚
の
慣
絡
の
麗
化
は
割
合
に
少
い
。

去
は
u
y

闘
殺
の
頴
著
な
る

部
分
が
圏
内
の
消
費
者
に
よ

h
て
負
携
せ
ら
れ
る
。

此
輔
録
。
問
題
に
つ
い
ー
で
は
勿
論
己
誌
に
深
〈
立
入
る
己
主
を
得
向
、

官
唱
に
遺
ふ
る
と
こ
ろ
も
、
断
片
的
な
る
思
ひ
っ
き
た
る
に
止
ま
る
。
そ
れ

は
特
別
白
考
察
に
よ

P
て
の
み
明
に
せ
ら
る
べ
害
複
雑
な
る
事
柄
で
あ
る
。

関
税
白
所
謂
富
の
破
壊
(
問
。
一
円

Z
Z目
当
耳
ロ

r
z
s
s
o作
用
は
軍
に
榊
旧
費
者
品
開
剰
と
生
産
者
鈴
剰
と
の
差
額
の
減
少
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
輸
入
市
場
に
於
げ
る
倒
格
白
勝
賞
は
他
。
商
品
に
針
ナ
る
購
入
依
刀
を
減
山
ザ
せ
し
め
る
・
て
あ
ら
ミ

6
 

れ
る
。
而
し
て
生
産
要
素
は
そ
自
生
産
力
D
小
な
る
と
己
る
に
使
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
苧
う
に
な
る
。
私
は
自
由
貿
易
保
護
貿
易
自
何
れ
が
有
利

、
れ
に
」
り
て
会
倒
的
均
衡
が
b
だ
さ

で
あ
る
か
と
云
ふ
政
策
的
吟
味
に
立
入
る
意
志
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、

此
訪
の
評
論
を
さ
げ
る
。

開
枕
に
よ
る
償
格
白
勝
賞
に
ワ
い
て
タ
ル
ノ
オ
は
衣
の
如
さ
結
論
を
ひ
い
て
ゐ
る
。
『
閥
枕
は
常
に
輸
出
市
場
に
於
け
る
商
品
目
債
格
を
下
落
せ

し
む
べ
し
、

又
下
落
の
大
や
さ
は
租
殺
そ
の
も
む
よ
り
も
大
に
な
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
に
運
会
費
と
蹴
殺
と
り
利
よ
り
も
小
で
あ
る
』
。

ζ

れ
は
ク
ル
ノ
オ
の
動
皐
的
取
扱
O
設
か
ら
出
で
た
る
結
論
と
し
て
、

フ
イ
シ
ヤ
ア
は
慣
格
白
下
落
程
度
は
枕
額
よ
り
も
小
な
り
と
訂
正
し
て
ゐ

る
。
ま
た
グ
ル
ノ
オ
は
閥
枕
が
輸
入
市
場
の
債
格
を
下
落
せ
し
む
る
と
と
あ
る
べ
き
を
越
〈
た
る
に
劃

L
フィ

U

ヤ
ア
は
債
栴
心
謄
貴
は
積
額
上
り

も
小
な
り
と
し
て
ゐ
る
凶
此
訂
正
は
も
と
よ
り
一
般
に
肯
定
せ
ら
る
ミ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ピ
タ
ル
ノ
オ
の
諜
り
漣
e

へ
て
ゐ
る
と
こ
る
が
経
費
陀
事

責
に
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
か
。
比
討
は
今
、
ク
ル
ノ
オ

n
鍛
式
。
分
解
に
立
入
り
得
な
い
、
た
ピ
な
ほ
吟
味
を
値
ナ
る
問
題
で
は
あ
ら
う
と
思

ふ
て
ゐ
る
Q

若
し
供
給
附
線
が
遮
昇
的
白
も
の
(
数
量
。
帯
加
に
聴
じ
て
債
格
白
高
ま
る
も
の
)
に
非
ず
し
て
週
降
的
の
も
四
で
あ
り
う
る

ιと
あ
ら

ぼ
(
魁
量
の
噌
加
に
つ
れ
亡
供
給
債
格
。
低
下
す
る
も
白
)
、

ク
ル
ノ
オ
由
命
題
も
必
ず
し
も
許
さ
れ
が
た
き
こ
と
で
は
な
か
ら
う
。
而
し
て
輸
入
市

場
に
於
け
る
闘
稀
白
ゆ
五
の
債
格
低
下
ナ
、
b
も
そ
白
場
合
に
は
可
能
て
あ
ら
う
。

ζ

白
こ
と
は
一
に
供
給
曲
線
白
性
質
を
如
何
な
る
も
の
と
見
る
ぺ

Pareto，乱1anuel，p. 516目6) 



脅
か
に
か
A

る
。
な
ほ
、
闘
枕
の
債
絡
に
及
ぼ
す
影
響
が
逗
詮
費
の
大
小
に
よ

P
て
左
右
せ
ら
る
-
A

如
〈
に
見
た
る
グ
ル
ノ
オ
目
見
方
は
金
(
謀
れ

る
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
己
ゐ
に
は
考
へ
ぬ
。

次
に
、
輸
入
市
場
に
於
て
濁
占
が
支
配
す
る
ご
慌
定
す
る
、
云
は
uy
各
生
産
者
の
競
容
が
存
せ
す
、
叉
は
、
制

限
せ
ら
れ
る
ざ
す
る
。
そ
れ
は
唯
一
な
る
企
業
の
濁
占
で
あ
る
ご
、
企
業
の
結
合
で
あ
る
ど
を
問
は
肉
。
此
場
合

仁
於

τは
E
I
の
岡
市
場
の
交
通
に
よ
り
包
括
的
な
る
綜
合
的
市
場
で
成
立
す
る
に

h
拘
は
ら
守
、

一
物
一
債
の

治
則
が
支
配
せ
や
、

E
の
囲
内
に
於
け
る
債
格
ご
I
に
貰
ら
る
、
、
債
格
ご
が
相
異
な
る
-
』
ど
を
得
る
、
何
ご
な
れ

ば
繍
占
に
め
り
て
は
常
に
楼
雑
な
る
績
格
の
成
立
す
る
可
能
ゐ
る
が
放
で
め
る
。
而
し
て
.
此
場
合
、
何
が
煩
絡

の
高
さ
を
決
す
る
か
ご
云
へ
ば
濁
占
輯
(
濁
占
的
な
る
企
業
叉
は
企
業
結
令
)
の
債
格
政
策
で
ゐ
る
。
此
政
策
の
内

容
ご
す
る
ご
・
』
ろ
は
、
総
生
産
額
か
ら
得
ら
る
、
利
潤
の
総
額
を
極
大
な
ら
し
む
る
や
う
に
、
圏
内
に
於
り
る
慣

格
ご
園
外
に
貰
ら
る
、
債
格
ご
を
決
定
す
る
こ
ご
で
あ
る
、
云
は
uy
、
極
大
利
潤
を
目
ゐ
て
に
あ
る
宿
格
の
決
定

で
ゐ
る
。
此
決
定
に
際
し
て
は
こ
の
こ
ど
が
顧
慮
せ
ら
る
、
こ
ど
を
要
す
る
。
一
生
産
額
を
一
定
ご
し
た
る
場
合

に
於
て
、
此
生
産
物
数
量
の
う
ち
、

Y
』
れ
だ
け
を
圏
内
の
潤
占
贋
絡
に
於
て
責
b
、
そ
の
接
部
を
国
外
債
格
に
於

て
責
放
つ
べ
き
か
、
郎
ち
圏
内
、
圏
外
の
販
貰
敷
量
の
割
合
を
如
何
に
す
る
-
』
ご
が
最
も
有
利
で
ゐ
る
か
。
二
任

意
に
生
産
物
数
量
は
伸
縮
せ
ら
れ
う
る
、
ど
こ
ま
で
生
産
物
数
量
を
増
減
し
た
る
ご
き
に
、
得
ら
る
、
ご
こ
ろ
の

利
潤
は
極
大
で
あ
る
か
。
此
ニ
の
貼
に
開
し
-1
最
も
有
利
な
る
ご
こ
ろ
仁
生
産
物
数
量
、
圏
内
、
園
外
へ
の
供
給

論

叢
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際
償
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論
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際
慣
格
の
理
論

第
三
+
巻

四
八
八

第
三
涜

五
八

の
振
り
分
け
、
従
ひ
て
圏
内
債
格
、
圏
外
債
格
の
大
さ
さ
云
ふ
も
の
が
定
ま
る
。

利
潤
ゆ
纏
額
は
園
内
に
於
げ
る
濁
占
債
格
に
よ
り
て
皐
げ
ら
る
、
、
ご
-
』
ろ
の
園
内
利
潤
ご
岡
外
に
於
げ
る
競
宗

債
格
に
よ
り
て
患
げ
ら
る
、
圏
外
利
潤
ご
の
組
計
よ
り
成
る
。
圏
内
利
潤
は
常
に
積
桶
的
の
も

ωで
あ
る
が
、
固

外
利
潤
は
時
ご
し
て
治
極
的
の
も
の
で
あ
る
o

濁
占
的
企
業
が
圏
外
の
版
責
数
量
に
つ
い
v

て
損
失
を
も
忍
ぶ
海
由

は
、
圏
外

ω
販
貨
に
よ
り
て
生
産
物
数
量
を
増
加
せ
し
め
、

ぞ
れ
に
よ
り
て
生
産
費
を
低
下
せ
し
め
得
る
が
故

仁
、
此
低
下
に
よ
る
園
内
利
潤
が

a

』

ω
損
失
を
償
う

τな
は
俄
b
あ
る
が
故
T
あ
る
。

ゐ
る
商
品
。
か
闘
外
に
於

τ

生
産
費
以
下
に
責
ら
る
、
ご
云
ふ
こ
ど
は
、
勿
論
海
外
市
場
の
間
柄
、
競
争
者
の
幅
逐
の
潟
に
一
時
は
損
失
を
も

融
附

g
る
が
放
で
も
あ
る
、
多
〈
の
場
合
、
投
資
は
か
、
る
理
由
に
暴
く
ご
も
云
へ
る
o

然
れ

E
も
何
等
相
手
を
駆

逐
す
る
ご
云
ふ
、
又
は
新
な
る
需
要
を
よ
び
起
す
ご
一
五
ふ
白
的

ω潟
に
一
時
だ
け
損
失
を
忍
ぶ
ざ
云
ふ
の
で
は
な

〈
L
て
、
而
も
打
算
的
に
且
永
績
的
に
、
生
産
費
以
下
に
責
ら
る
、
の
は
ま
さ
に
か
、
る
事
情
に
基
〈
、
然
れ

E

も
翠
位
蛍
り
の
生
産
費
が
最
も
低
き
ご
ニ
ろ
ま
で
生
産
物
数
量
が
増
加
せ
ら
れ
、
此
数
量
が
最
も
有
利
な
る
割
合

に
て
圏
内
圏
外
に
振
り
む
け
ら
る
、
ご
見
る
の
は
を
の
蛍
乞
得
ぬ
。
需
要
画
数
り
委
如
何
に
よ
り
で
は

(
換
言
す

れ
ば
責
行
如
何
に
よ
り
て
は
)
、
ぞ
れ
よ
り
も
夏
に
生
産
を
蹟
張
し
叉
は
縮
少
す
る
ニ
ご
が
利
潤
を
大
な
ら

L
め

得
る
可
能
で
あ
る
。
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A 

。

?
I
F
-
-町

上
聞
の
設
明
。
油
彩
画
内
に
於
け
る
需
要
画
般
と
す
る
。
〕
聞
を
聞
外
に
於
け
る
符
要
画
監
，
m
t

そ
の
供
給
陶
肢
と
す
る
。
さ
う
す
れ
ば
各
債
絡
に
於
け
る
園
外
の
需
要
政
常
土
り
供
給
動
量
を
差

引
き
た
る
も
の
だ
け
が
輸
入
せ
ら
る
べ
き
商
品
に
劃
す
る
残
僚
の
需
要
聖
且
で
あ
る
。
∞
は
ま
さ

そ
れ
は
一
五
は
ピ
凶
外
へ
の
販
東
可
前

に
各
債
格
に
於
付
る
そ
れ
を
一
市
ナ
止
こ
る
の
曲
抽
酷
で
あ
る
。

駒
山
政
又
は
日
同
僚
需
袈
附
般
と
云
は
う
。
今
、
町
だ
け
生
産
す
る
と
す
る
。
此
場
ム
ロ
に
於
て
は
そ
の

う
ち
、
引
だ
け
を
岡
内
に
頁
る
、
債
格
才

F
Z
し
て
主
皮
肉
耳
が
ー
で
あ
る
が
故
に
・
間
内
利
潤
は

i

H

P

4

 

肌
・
と
門
山
と
の
笥
て
あ
。
。
出
だ
け
を
闘
外
に
事
。
。
そ
の
債
絡
は
り
、
あ
り
ま
凪
に

Z政
だ
け

の
損
失
を
裳
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鍋
失
の
大
さ
は
仏
と
芯
と
の
殺
で
あ
る
。
出
の
X
2
1
h
H内「

-

h

 

x白
内
、
だ
け
が
利
到
の
柏
町
訂
を
形
づ
〈
る
。

4
4
(
し
て
そ
附
物
動
車
叫
に
掛
け
る
最
大
刑
問
を
求

め
得
る
。
生
産
物
数
量

nFU
よ
り
大
と
な
り
又
は
小
と
な
る
に
つ
れ
亡
、

己
れ
に
感
ず
る
最
大
利

生
産
物
動
量
を
定
め
る
、

潤
も
亦
動
〈
。
考
へ
つ
べ
き
す
べ
て
の
場
合
の
う
ち
、
此
最
大
刺
潤
の
極
大
と
h
u
る

ヤ
h
J

に、

そ
れ
は
必
ず
し
も
、
車
位

閣
外
の
供
給
取
量
、

首
り
生
産
費
の
最
小
な
る
が
如
き
殿
堂
で
あ
る
と
は
云
ひ
得
ま
い
、
か
く
し
て
定
め
ら
札
た
る
廠
量
に
感
じ
て
闘
内
白
濁
占
債
格
、
供
給
般
量
も
、

こ
れ
に
臨
ず
る
倶
格
(
し
ば
し
ば
そ
れ
は
投
頁
債
格
で
あ
る
が
)
も
定
ま
っ
て
ゐ
る
。

か
、
る
事
情
に
基
き
て
屡
々
投
責
政
策
が
採
用
せ
ら
れ
る
。

者
に
濁
占
利
潤
ゆ
負
捨
を
負
は
し
め
る
。

併
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
一
方
に
於
て
圏
内
の
購
買

の
み
な
ら
子
、

若
し
生
産
物
が
生
産
財
で
あ
る
場
合
に
は
囲
外
の
産
業

の
生
産
費
を
低
下
せ
し
め
、

圏
内
の
同
種
の
産
業
を
不
利
に
陥
ら
し
め
る
。
叉
岡
外
の
産
業
が
自
国
の
市
場
を
確

保
L
得
h
u
が
簿
に
、

投
貰
防
止
の
目
的
を
以
て
高
率
の
関
税
の
障
壁
が
設
り
ら
れ
る
。

ニ
の
・
』
ご
は
自
ら
保
護
政

策
を
強
か
ら
し
め
、

相
互
の
闘
粧
の
拳
闘
を
烈
か
ら
し
め
る
。

論

叢

間
際
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格
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理
論

第
三
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